
２．《所得（生きがい）対策》

○地域資源を加工し、加工品として販売 【女性会】

（拠 点）空き家を改修し、直売所を設置
（製造品目）漬物（地元野菜）、高野豆腐、味噌、金山寺味噌、こんにゃく、弁当等
（連 携）高野山内の｢宿坊｣（52軒）と連携し、精進料理で使用
（販売箇所）空き家を活用した直売所、町石道「矢立茶屋」（おにぎり、お茶）、

「ドライブインはなさか」「（株）農業総合研究所」と連携した販売

【 人 口 】 284人【集落数】2集落【高齢化率】38％
【 世帯数 】130世帯(花坂:68世帯(うち一人暮らし世帯9世帯))

(細川:62世帯(うち一人暮らし世帯14世帯))
【 施 設 】国道370号線、高野町立花坂小学校10名

細川小学校(花坂小学校と統合) 、町営住宅（22戸）
花坂保育園(廃園)、花坂多目的集会所、
ドライブイン花坂、西細川集会所

高野街道にぎわい創出と伝統文化の復興！！ 花坂・細川生活圏（高野町）

現況

総合対策

課題

目指すべき姿

【地域資源】世界遺産｢高野山町石道｣、鳴川大明神神社、八坂神社
砂こね地蔵、六地蔵

【特 産 品】焼き餅（製造販売：５軒）
高野紙、コウヤマキ、護摩木など

【鳥獣被害】イノシシ、シカ等による農作物被害
【交 通】南海りんかんバス（高野花坂線）

・高野山駅前～花坂（１日３往復）
中学校休校日運休（夏期と冬期でダイヤ変更）

【生活環境】商 店：焼き餅、乾物
食堂 1軒、喫茶 1軒
日用品、飲料 1軒

【宿 泊】農家民宿：3件
【町営住宅】22戸
【伝統文化】鬼もみ神事、鬼もみ太鼓、高野紙製造
【地域行事】恵比須（1月9日） 初午（3月16日）

夏祭（8月15日） 秋祭（10月初旬）

３．安全・安心の暮らしづくり対策

・災害時の避難支援体制の確立が必要
・一人暮らし高齢者に対する支援体制が必要

１．《移住・交流と伝統文化の継承対策》
○移住者のための『お試し住宅』の整備 【花坂自治会】

・花坂地区に『お試し住宅』を整備し、貸し出す
・高野町内の空き家(64軒)を斡旋

○交流及び伝統文化の継承のための拠点整備 【さくら会・西細川活性化実行委員会】

・花坂保育園（廃園）を交流拠点（加工所・サロン）に改修
・西細川小学校（廃校）を紙すき（高野紙）の継承施設として改修・整備

○交流の取組内容 【さくら会】

各種体験メニューを活用し、地域内外交流を図る
・｢高野紙｣作り体験（｢高野紙｣の紙漉きを体験）
・｢焼き餅｣作り体験（特産品の｢焼き餅｣作りを体験）

・｢高野豆腐｣作り体験（伝統食品である｢高野豆腐｣作りを体験）
・｢そば｣作り体験（｢そば粉栽培｣から｢そば打ち｣までを体験）
・｢こんにゃく｣作り体験（｢芋栽培｣から｢こんにゃく作り｣までを体験）
・｢パン・ピザ｣作り体験

○耕作放棄地の活用 【さくら会】

・花畑を整備し、花坂の名にふさわしい「花いっぱいの里」を創出（国体に向け

イメージアップ）
・「高野紙」の原料（コウゾ）を生産

○移住・交流推進で、元気な集落づくり!
○地域の伝統文化を継承！
○加工所・直売所運営で所得向上！

全体事業費: 千円
県 : 千円
町 : 千円
国 : 千円
地元: 千円

【地元野菜】

１．移住・交流推進や伝統文化の継承対策
・ＵＩターン者等の移住・定住を推進するための様々な取り組みが必要
・都市住民との交流推進が必要
・地域の伝統文化である高野紙を継承していくための拠点整備が必要
・高野山への観光客に花坂地域へ立ち寄ってもらえる取り組みが必要

【高野豆腐】 【金山時味噌】

【事業期間】Ｈ25年5月～H27年3月
【事業主体】花坂自治会、さくら会、女性会

西細川活性化実行委員会 寄合会
【予 算】和歌山県過疎集落再生・活性化支援事業

２．地域資源活用による所得（生きがい）対策

・農作物の販売による収入の確保が必要
・世界遺産高野山町石道を活用した取り組みが必要
・伝統産品の継承・復活が必要（焼き餅、高野豆腐）

３．《安全・安心の暮らしづくり対策》
○地域防災活動実施 【寄合会】

・災害時の災害弱者等への対応マニュアルを作成
○地域見守り活動実施 【寄合会】

・一人暮らし高齢者宅等を定期的に見守る活動を実施

課題

総合対策
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